
「
回
答
」
非
常
に
素
朴
な
質
問

で
す
が
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

の
核
心
を
突
く
も
の
で
す
。

キ
ノ
コ
雲
は
積
乱
雲
の
一
種

で
、
核
爆
発
に
限
ら
ず
火
山

の
噴
火
や
、
大
規
模
な
爆
発

に
よ
っ
て
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
名

前
の
由
来
が
１
９
５
４
年
に

ア
メ
リ
カ
が
ビ
キ
ニ
環
礁
で

行
っ
た
水
爆
実
験
で
み
ら
れ

た
雲
で
あ
る
た
め
、
核
爆
発

に
よ
っ
て
発
生
す
る
原
子
雲

を
さ
す
場
合
が
多
い
の
で
す
。

広
島
に
落
さ
れ
た
原
爆
を

例
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

原
爆
は
上
空
約
６
０
０
㍍
で

核
爆
発
を
起
こ
し
ま
し
た
が
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
主
に
熱
線
、
爆

風
、
そ
し
て
放
射

線
と
な
っ
て
放
出

さ
れ
ま
し
た
。

爆
発
点
を
中
心
に
、
直
径

１
㎞
近
い
火
球
が
発
生
し

た
の
で
す
が
、
「
第
２
の
太

陽
」
と
も
言
え
る
数
千
度
に

達
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
爆
発
点
の
気
圧
は

数
十
万
気
圧
と
な
り
、
爆
心

地
に
風
速
４
４
０
㍍
（
台
風

な
ど
の
際
耳
に
す
る
瞬
間
風

速
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
）

と
い
う
超
音
速
の
爆
風
を
引

き
起
し
た
の
で
す
。
爆
心
地

近
く
に
い
た
人
々
は
、
こ
の

猛
烈
な
熱
風
に
晒
さ
れ
て
、

一
瞬
で
命
を
失
い
ま
し
た
、

爆
発
後
、
爆
心
地
付
近
は

あ
ま
り
に
も
急
激
な
爆
風
の

た
め
真
空
状
態
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
真
空
に
な
っ
た
空

間
に
、
今
度
は
ど
っ
と
空
気

が
突
風
と
な
っ
て
流
れ
込
ん

で
き
ま
す
。
そ
の
空
気
に
は
、

土
や
埃
は
も
ち
ろ
ん
、
焼
却

物
（
も
ち
ろ
ん
人
も
・
・
）

等
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

キ
ノ
コ
雲
の
写
真
を
よ
く

見
る
と
、
地
表
に
近
い
下
部

は
ど
す
黒
い
色
を
し
て
い
る

で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
逆
流

し
た
空
気
は
、
熱
を
帯
び
た

ま
ま
中
心
部
か
ら
、
一
気
に

爆
発
点
を
目
指
し
て
上
昇
し

火
球
に
取
り
込
ま
れ
て
い
き

ま
す
。
火
球
も
ま
た
急
上
昇

し
な
が
ら
次
第
に
冷
却
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
際
に
気
化
し

た
物
質
や
水
蒸
気
な
ど
が
凝

結
し
て
雲
の
固
ま
り
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
が
拡
散
し
な
が

ら
さ
ら
に
上
昇
を
続
け
、
あ

た
か
も
地
上
か
ら
キ
ノ
コ
が

生
え
て
い
る
よ
う
な
形
の
雲

が
形
成
さ
れ
た
の
で
し
た
。

広
島
で
は
キ
ノ
コ
雲
頂
上

は
爆
発
後
８
分
あ
ま
り
で
、

約
９
０
０
０
㍍
の
高
さ
に
達

し
て
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
雲
の

下
部
で
は
直
径
１
㎞
ほ
ど
の

ド
ー
ム
が
で
き
た
た
め
、
数

十
分
の
間
、
地
上
は
闇
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
雲
は
、
や
が
て

冷
え
た
と
空
気
接
す
る
こ
と

で
、
雨
と
な
っ
て
地
上
に
降

り
注
い
で
き
た
の
で
す
。

人
や
動
物
、
な
ど
の
有
機
物

の
燃
え
か
す
に
加
え
、
強
い

放
射
能
を
帯
び
た
物
質
を
大

量
に
含
ん
だ｢

黒
い
雨
」
と

な
っ
て
・
・

最
初
の
熱
線
や
爆
風
に
よ
る

被
害
を
免
れ
た
人
々
も
、
そ

の
雨
を
浴
び
る
こ
と
に
よ
っ

て
命
を
落
と
し
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ノ
コ
雲
の
映
像
や
写
真
を

見
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
必

ず
そ
の
下
に
い
る
人
々
が
晒

さ
れ
て
い
る
恐
る
べ
き
状
況

を
思
い
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

広
島
「
エ

ノ
ラ
ゲ
イ
」

長
崎
「
フ
ァ
ッ

ト
マ
ン
」
は

に
原
爆
落
と

し
た
Ｂ

29

で
す
。
こ
の

２
機
も
入
れ
て
ア
メ
リ
カ
は

全
国
各
地
で
入
念
な
原
爆
投

下
と
投
下
後
の
飛
行
訓
練
実

験
を
し
て
い
た
と
初
め
て
知

り
ま
し
た
。
【

計
１
８
任
務
、
延

べ
５
０
機
。
約
４
２
０
人
が
死
亡
、
約

１
２
０
０
人
上
が
負
傷
し
た
（
「
春
日

井
の
戦
争
を
記
録
す
る
会
」
調
べ
】

４
４
目
標
に
模
擬
原
爆
４
９

発
を
投
下
。
最
初
の
一
発
は
、

７
月
２
０
日
午
前
８
時
１
３

分
ご
ろ
、
Ｂ
―
２
９
か
ら
新

潟
県
長
岡
市
か
ら
８
月
８
日

敦
賀
・
そ
し
て
８
月
１
４
日

豊
田
自
動
車
工
場
が
最
後
で

す
。

敗
戦
が
数
日
遅
れ
た

ら
と
ゾ
ー
と
し
ま
せ
ん
か
。

形
状
が
カ
ボ
チ
ャ
に
似
て
い

た
の
で
【
パ
ン
プ
キ
ン
】
の

名
が
付
け
け
ら
れ
た
。
（
新

聞
う
ず
み
火
・
及
び
ネ
ッ
ト

九
段
模
擬
爆
弾
を
参
考
）
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◎
八
月
一
五
日
の
雑
感
。

▽
１
９
４
５
年
夏
・
今
は
自

宅
か
ら
10
分
の
祖
先
が
住
ん

で
い
た
笠
取
村
字
炭
山
（
現
宇

治
市
）

電
気
・
水
道
も
無
い
寒

村
（
当
時
）

に
い
た
、
。

▼
学
友
は
平
屋
村
に
集
団
疎

開
、
身
体
が
弱
い
私
は
縁
故

疎
開
。
学
校
行
く
前
に｢

鶏･

牛
」
の
世
話
、
帰
れ
ば
草
取

り
柴
運
び
で
日
々
暮
ら
し
た
。

▽
ご
飯
は
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら

れ
、
好
き
嫌
い
も
無
く
な
り

虚
弱
児
は
丈
夫
な
身
体
に
変

身
で
き
た
。
そ
こ
だ
け
戦
争

に
感
謝
し
よ
う
か
。

▼
３
日
遅
れ
新
聞
で
「
特
殊

爆
弾
」
広
島
落
下
を
知
る
。

白
衣
着
用
で
被
害
は
軽
い
と

書
い
て
あ
っ
た
。
新
聞
も
ウ

ソ
を
書
き
書
か
さ
れ
た
時
代
。

▽
夏
休
み
祖
父
の
病
状
悪
く

自
宅
で
「
玉
音
放
送
」
を
聴

く
。
敗
戦
を
知
り
し
祖
父
の

泣
き
声
を
初
め
て
耳
に
し
た
。

▼
植
柳
校
少
年
団
が
必
勝
祈

願
で
豊
国
さ
ん
に
お
参
り
行

き
帰
り
歌
う
♪
鎌
倉
健
児
♪

（P

3
に
歌
詞
記
載
有
）
も
叶
わ
ず

｢

神
風
は
吹
か
ず
」
そ
の
軍

歌
今
も
歌
え
る
我
は
老
え
り
。

▽
65
年
経
て
、
日
本
の
軍
隊

（
自
衛
隊
）

が
海
外
派
兵
と
か
。

憲
法
が
危
な
い
。
憲
法
集
会

で

ノ
ー
ベ
ル
賞

の
益
川
先
生
は

「
僕
は
戦
争
が
嫌
い
だ
」
と

叫
ば
れ
た
。
同
感
だ
！
。

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

朝
粥
を
食
べ
る
前
ご
講
演
・

（
９
時
～
９
時
40
分
）

「
気
候
温
暖
化
と
環
境
」

元
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

N
P
O

法
人
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
温
暖

化
と
環
境
保
全
ク
ラ
ブ

土
井
清
司
様
（
理
事
）
の

お
話
を
お

聞
き

し
た
。

【
森
林
を
切
り
開
き
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
化
石
燃
料
を

使
い
再
生
不
可
能
な
ゴ
ミ

を
だ
し
、
二
酸
化
炭
素
を

写
真
・
講
演
中
の
土
井
清
司
様

排
出
の
結
果
で
地
球
の
気

温
は
こ
の
百
年
で1

度
Ｃ
上

昇
し
た
。
温
暖
化
を
防
ぐ

た
め
に｢

買
い
物
に
は
マ
イ

バ
ッ
ク
・
電
球
を
省
エ
ネ

品
に
代
え
る
な
ど
小
さ
な

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
呼

び
か
け
ら
れ
た
】

「
問
い
」

原
爆
の
キ
ノ
コ
雲
は

ど
う
し
て

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

1945(昭20）

8.6 広島
1945(昭20）

8.9 長崎

第
55
回
・
７
／
１
９

開
催

・

朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会



五
山
の
送
り
火
（8

/
1

6

）
が
終
わ
れ
ば
京

都
は
中
近
世
か
ら

地
蔵
盆
（
8
月
24
日
前
後
）

と
な
る
。
町
内
の

人
々
は
こ
の
日
に

か
け
て
地
蔵
さ
ん

を
洗
い
清
め
て
新
し
い
前
垂
れ
、

化
粧
を
す
る
な
ど
し
て
飾
り
付
け
、

お
地
蔵
さ
ん
の
前
に
集
っ
て
灯
籠

を
飾
り
供
え
物
を
す
る
。
京
都
で

は
子
供
が
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
子

の
名
前
を
書
い
た
提
灯
を
奉
納
す

る
風
習
が
あ
る
。
店

の
あ
る
日
吉
町
は
七

条
鞘
町
下
る
西
向
き

の
お
社
に｢

北
向
地
蔵
」

「
大
日
如
来
」
さ
ん
と

が
お
並
び
で
（
西
向
き
）

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
頃
ま
で

は
七
条
通
南
側
に｢

北
向
き
」
だ
っ

た
の
が
、
大
正
初
年
の
通
り
拡
幅

で
今
の
場
所
に
お
移
り
さ
れ
た
か

ら
だ
ろ
う
。

今
も
行
事
は
引
き
続
が
れ
い
る

が
町
内
の
子
供
は
わ
が
孫
２
名
含

め
て
６
人
、
老
人
達
の
地
蔵
盆
。

戦
中
戦
後

3
年
ほ
ど
盆
行
事
は

中
断
し
て
い
た
が
復
活
、
「
生
め

よ
増
や
せ
よ
」
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

増
え
た
子
供
達
で
賑
わ
い
、
戦
争

か
ら
解
放
さ
れ
て
、
行
事
に
「
盆

踊
り
」
が
加
わ
っ
た
。
鞘
町
、
本

町
の
五
条
～
塩
小
路
で
も
各
町
内

毎
に
「
踊
り
」
の
輪
が
で
き
て
、

町
内
の
人
々
が
、
老
人
か
ら
子
供

ま
で
、
復
興
の
柱

産
業
の
花
形
の
炭

坑
節
、
銀
座
カ
ン

カ
ン
娘
、
お
富
さ

ん
等
の
曲
に
合
わ

せ
て
夜
が
更
け
る

ま
で
開
放
感
に
満
ち
た
顔
で
踊
っ

て
い
た
。
仮
装
競
争
や
「
ふ
ご
降

ろ
し
」
も
あ
り
、
お
地
蔵
さ
ん
の

前
で
、
子
供
達
（
私
も
）
は
、
一

日
中
将
棋
や
「
オ
ジ
ャ
ミ
（
お
手
玉
）
」

で
遊
ん
で
い
た
も
の
。

敗
戦
直
後
は
、
米
ど
こ
ろ
か
芋

さ
え
手
に
入
ら
な
い
食
糧
難
。
衛

生
状
態
が
悪
く｢
チ
フ
ス
・
赤
痢
」

が
流
行
。
ア
メ
リ
カ
軍
が
シ
ラ
ミ

な
ど
の
防
疫
対
策
で
持
ち
込
ん
だ

「
Ｄ
Ｄ
Ｔ
］
を
、
外
地
か
ら
の
引

揚
者
や
、
一
般
の
児
童
の
頭
髪
に

薬
剤
（
粉
状
）
を
浴
び
せ
る
光
景

も
あ
っ
た
。
お
風
呂
屋
さ
ん
も
休

み
、
薪
も
な
く
家
の
風
呂
も
沸
か

せ
ず
当
時
４
歳
位
の
妹
（
多
美
子
６

月
亡
）
は
シ
ラ
ミ
対
策
で
坊
主
頭
に

さ
れ
、
大
き
な
目
が
一
段
と
目
立
っ

て
た
。
、
ガ
ー
ド
下
や
駅
ホ
ー
ム

は
戦
災
孤
児
が
寝
泊
り
し
て
い
る

時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
空
襲
警
報
が
無
く
、

停
電
が
ち
で
も
夜
は
灯
か
り
が
点

け
ら
れ
、
人
々
は
明
る
い
お
顔
を

し
て
い
た
。
飢
え
と
貧
し
さ
を
共

有
し
な
が
ら
「
新
日
本
つ
く
り
」

に
人
々
は
の
邁
進
し
た
。

敗
戦
国
か
ら
世
界
二
位
の
経
済
国

に
し
た
の
は
助
け
合
い
な
が
ら
頑

張
っ
た
成
果
で
あ
ろ
う
。

吃
驚
仰
天
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

じ
っ
く
り
考
え
る
と
「
少
し

変
な
気
」
が
し
て
こ
れ
を
書

い
て
い
ま
す
。

親
が
子
、
子
が
親
、
誰
で
も

よ
い
殺
人
。
何
が
起
こ
っ
て

も
不
思
議
で
な
い
近
頃
の
世

相
で
す
。

こ
の
キ
リ
ン
と
サ
ン
ト
リ
ー

統

合
は(

規
制
の
な
い
新
自
由
主
義
の
下

で
は
）

正
常
な
経
済
活
動
で
し
ょ

う
。
誰
も
何
ら
抗
議
は
出
来
ま
せ

ん
。で

す
が
、
酒
屋
に
生
ま
れ
７
５

年
余
、
酒
卸
屋
、
酒
小
売
（D

S

含

む
）
、
コ
ン
ビ
ニ
と
業
態
を
変

え
な
が
ら
、
今
の
店
ま
で
（
酒
屋
で
っ

せ
）

半
世
紀
以
上
、
「
酒
」
が
付
く

苗
字
で
、
酒
（
類
）
と
離
れ
ず
に

い
る
と
、
自
然
と
酒
業
界
の
歴
史

が
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
や
大
会
社
の
経
済
活
動
も
義
理

人
情
が
消
え
た
ん
だ
な
ぁ
気
分
で
、

ス
ー
と
は
納
得
が
出
来
ん
の
で
す
。

注
釈
①
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

は
元
は
一
つ
。
名
古
屋
さ
か
い
に

（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
揮
）

東
西
に
二
分
割
。

注
釈
②
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
と
サ
ン
ト
リ
ー

は

親
父(

社
長
）

同
士
が
親
友
付
き
合
い

＝
（
壽
屋
（
現
サ
ン
ト
リ
ー
）
と
、
の
ち
の
朝

日
麦
酒
の
社
長
は
、
大
阪
の
大
問
屋
を
中
に
し

て
親
し
か
っ
た
と
言
う
）

注
釈
③
大
三
菱
系
列
各
社
は
同
系
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
に
す
ざ
ま
し
い
応
援
。
キ
リ

ン
は
急
速
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
は
昔
は
、
三
和
銀
行
が
主

力
だ
っ
た
？
と
記
憶
、
自
由
、
闊

達
な
社
風
。
ど
う
考
え
て
も
、
あ

り
え
な
い
今
度
の
話
で
し
ょ
う
。

そ
れ
な
の
に
、
よ
り
に
も
選
っ
て
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
と
サ
ン
ト
リ
ー
が
、
頬
を
寄

せ
抱
き
合
う
の
か
「
オ
ー
ル
ド
な

酒
屋(

私
）
は
ド
ラ
イ
に
な
れ
ず
、

淡
端
（
カ
ン
タ
ン
）

に
本
生
（
ホ
ン
ト
ウ
）

と
シ
ン
ジ
ラ
レ
ナ
レ
ナ
ィ
！
の
で

す
。

昔
か
ら
、
「
金
の
切
れ
目

は
縁
の
切
れ
目
」
と
い
い
ま
す
が
、

ど
っ
ち
も
金
が
有
り
余
る
程
あ
る

の
に
ナ
ン
デ
ヤ
ネ
ン
！
？
。
と
考

え
て
、
ハ
タ
と
気
が
つ
い
た
。

「
な
ん
ぼ
有
っ
て
も
減
る
か
も

し
れ
な
い
。
否
、
近
い
将
来
は
減

る
に
違
い
な
い
。
」
貧
乏
人
に
は

絶
対
無
い
大
金
持
ち
の
心
配
や
と

推
理
し
た
の
で
す
。

ど
う
す
る
か
？
今
は

1
+
1

＝2

・

や
け
ど
、
チ
ョ
ッ
と
潮
目
が
悪
い

0
.
8

に
な
る
心
配
や
。
そ
し
た
ら
、

先
は0

.
8
+
0
.
8

＝1
.
6

に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
ど
う
す
る
、
ど
う
す

る
。

そ
う
や
そ
う
や
、
今
な
ら1

+
1

＝2

で
世
界
一
（
？
）
。2

に
な

れ
ば
ま
た
何
処
か
の
、
１
か0

.
8

を

加
え
た
ら
永
遠
に
世
界
一
だ
。

ど
う
せ
一
緒
に
な
る
の
な
ら
金
の

無
い
（
少
な
い
は
）
奴
は
、
昔
に

多
少
縁
が
あ
っ
て
も
、
友
達
で
も

目
を
瞑
べ
し
。
少
子
化
が
進
む
前

に
、
合
体
で
合
理
化
が
で
き
る
と

所
は
、
今
か
ら
企
業
内
の
体
制
を

整
え
ま
し
ょ
う
。
経
費
節
約
効
果

あ
り
マ
ッ
セ
。

同
業
が
多
い
と
、

少
な
い
米
櫃
（
古
る
～
）
の
飯
は

タ
ラ
フ
ク
食
え
ね
ん
し
な
ぁ
。
同

業
は
す
く
な
い
方
が
、
も
っ
と
お

金
が
溜
ま
る
や
ん
か
！
「
ソ
ラ
そ
ー

や
」
「
そ
う
で
す
・
ま
た
は
、

キ
リ
ン
出
生

地
横
浜
弁
で

そ
う
じ
ゃ
ん
、
」
と
の
会

話
。
ソ
ウ
ド
ス
ワ
、
じ
ゃ
又
次
ね
。

拍
手
と
握
手
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
。

あ
ぁ
貧
乏
人
は
ア
キ
マ
ヘ
ン
。

人
の
腹
を
悪
い
ほ
う
に
想
像
し
て

し
ま
う
。
ゴ
メ
ン
ヤ
ス
！
。

も
う
案
外
話
は
進
ん
で
る
気
が

し
ま
す
。
相
当
偉
い
人
し
か
知
ら

な
い
話
で
、
後
か
ら
想
像
が
出
来

て
も
、
先
ず
想
像
を
絶
す
る
話
が

マ
ス
コ
ミ
に
流
れ
た
ん
だ
か
ら
。

勘
違
い
有
る
や
も
、
歳
ゆ
え
の
こ

と
大
目
に
見
と
く
り
ゃ
す
。

ア
ッ
忘
れ
て
い
た
。

ビ
ー
ル
も
ウ
イ
ス
キ
ー
は
原
料
は
麦
。

親
類
や
っ
た
ん
や
。
参
っ
た
、
参
っ
た

。

駄
洒
落
多
く
て
す
み
ま
せ
ん

。

キ
リ
ン

と

サ
ン
ト
リ
ー

経
営
統
合
協
議
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ヨ
シ
ィ

ち
ゃ

ん
の

ひ
と
り
ご
と

地
蔵
盆
と
盆
踊
り

義理人情は昔話になった？

①
戦
後
占
領
政
策
、
集
中
排
除
法
で
大

日
本
麦
酒
は
名
古
屋
分
岐
点
で
東
は

サ
ッ
ポ
ロ
西
は
朝
日
の
二
社
分
割
さ

れ
た
。
分
割
逃
れ
た
麒
麟
は
全
国
的

販
売
網
が
残
つ
た
。

②
タ
カ
ラ
ビ
ー
ル
は
麦
酒
会
社
各
社

の
販
売
網
か
ら
締
め
出
さ
れ
涙
を
飲
ん

で
撤
退
し
た
。
後
発
の
サ
ン
ト
リ
ー
は
朝
日

の
好
意
で
同
社
販
売
網
が
共
用
で
き
ス
タ
ー

ト
が
楽
だ
っ
た
。

③
銀
行
、
建
設･

商
社
一
体
で
、
他
社
の
麦

酒
販
売
先
に
キ
リ
ン
麦
酒
を
使
う
よ
う
強
力

な
支
援
を
し
た
。
朝
日
の
最
前
線
に
い
た
私

は
攻
勢
に
歯
軋
り
を
し
た
。

注 釈



東
山
税
務

署
東
隣
、
煉

瓦
造
り
建
物

（
写
真
）
の
解

体
が
急
速
に

進
み
も
う
更

地
に
近
い
。

跡
地
に
は
高

齢
者
福
祉
施
設
が
出
来
る
。

こ
の
場
所
に
は
、
昭
和
30
年
中
頃

ま
で
、
今
の
東
山
税
務
署
付
近
に
も

同
様
の
建
物
が
幾
つ
か
あ
っ
た
。
建

物
は
、
市
内
に
残
る
最
古
の
民
間
産

業
建
築
物
で
明
治
28
年
下
新
シ
町
・

上
新
シ
町
・
芳
野
町
に
ま
た
が
り
、

明
治
の
た
ば
こ
王
、
村
井
吉
兵
衛
が

起
こ
し
た
村
井
兄
弟
商
会
煙
草
製
造

工
場
（
民
営
）

を
創
業
を
し
た
。
明
治

37
年
（1

9
0
4

）
に
日
露
戦
争
の
戦
費

調
達
の
た
め
に
収
納
か
ら
製
造
～
販

売
ま
で
専
売
対
象
を
広
げ
、
時
の
政

府
が
買
収
し
て
専
売
局
京
都
製
造
所

と
な
っ
た
も
の
だ
。
戦
後
は
、
保
育

所
、
寮
、
倉
庫
に
使
わ
れ
、
最
近
ま

で
関
西
テ
ー
ラ
ー
が
営
業
し
て
い
た
。

村
井
吉
兵
衛
氏
は
、

「
サ
ン
ラ
イ
ス
」「
ヒ
ー

ロ
ー
」
な
ど
の
た
ば

こ
の
製
造
販
売
の
他
、

東
洋
印
刷
、
日
本
石

鹸
、
村
井
カ
タ
ン
糸

な
ど
の
事
業
を
起
し
、
村
井
銀
行
、

鉱
業
、
汽
船
、
石
油
、
ホ
テ
ル
、
貿

易
な
ど
幅
広
く
手
を
出
し
た
実
業
家
。

東
山
円
山
に
は
村
井
吉
兵
衛
別
邸

迎
賓
館
だ
っ
た
「
長
楽
館
①
」
や
下

京
に
旧
村
井
銀
行
②
な
ど
の
当
時
の

建
物
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

円
山
公
園
内
の
長
楽
館
は
様
式
は

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
風
で
、
伊
藤
博
文
も

こ
の
建
物
が
完
成
の
こ
ろ
来
泊
し
、

そ
の
時
に
「
長
楽
館
」
と
揮
毫
（
き

ご
う
）。
明
治
大
正
昭
和
初
期
ま
で
華

や
か
な
集
い
の
場
と
し
て
、
数
多
く

の
著
名
人
に
愛
さ
れ
た
。
戦
後
～
講

和
頃
ま
で
は｢

米
軍
の
将
校
専
用
の
施

設
」
と
し
て
接
収
さ
れ
て
い
た
。

現
在
の
㈱
長
楽
館
が
経
営
。
レ
デ
ィ
ー

ス
ホ
テ
ル
・
喫
茶
・
レ
ス
ト
ラ
ン
と

し
て
使
用
さ
れ
、
結
婚
式
場
も
あ
り
、

昭
和
61
年
6
月
2
日
に｢

書
や
調
度

品
」
な
ど
の
多
く
が
京
都
市
指
定
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

現
経
営
者
の
方
と
編
集
者
は
、
京
都

中
小
企
業
家
同
友
会
に
所
属
、
勉
強

会
で
長
楽
館
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

た
時
、
常
に
は
見
せ
て
な
い
と
い
う

上
階
部
屋
へ
案
内
さ
れ
た
。
そ
こ
か

ら
眺
望
は
、
円
山
公
園
。
後
に
は
、

左
か
ら
知
恩
院
（
ち
お
ん
い
ん
）
安

養
寺
・
長
楽
寺
の
甍
が
木
々
の
覆
わ

れ
た
東
山
す
そ
に
見
隠
れ
で
き
た
。

村
井
吉
兵
衛
氏
に
つ
い
て
は
、
伯

父
（
伯
母
の
夫
）
が
、
株
屋
時
代
ご

贔
屓
戴
い
て
い
て
、
氏
の
豪
快
写
楽

な
お
御
茶
屋
遊
び
の
話
が
、
セ
ピ
ア

色
の
記
憶
で
残
っ
て
い
る
。

旧
村
井
銀
行
②
は
七
条
西
洞
院
西

入
る
北
側
、
戦
後
三
和
銀
行
七
条
支

店
だ
っ
た
が
、
現
在

は
一
階
は
飲
食
店
二

階
は
ホ
ー
ル
に
な
っ

て
い
る
。（
下
京
区
に

付
き
村
井
銀
行
詳
細

略
）京

都
は
、
京
北
、

鞍
馬
、
花
背
な
ど
一
部
を
除
け
ば
40

分
余
で
端
か
ら
端
ま
で
行
け
る
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
（
コ
ン
パ
ク
ト
な
）

良
い

町
。
そ
の
代
わ
り
良
い
も
悪
い
も
、

直
ぐ
に
伝
わ
る
チ
ョ
ッ
と
怖
い
町
で

も
あ
る
。

付
近
の
人
は
、「
残
し
て

欲
し
か
っ
た
が
介
護
老
人
ホ
ー
ム
と

の
こ
と
で
建
築
の
協
力
を
し
た
、
地

元
優
先
で
対
応
さ
れ
る
と
期
待
し
て

い
る
」
と
話
て
い
る
。

明
治
の
建
物
が
消
え
て
も
、
大
正
昭

和
初
期
の
幸
喜
（
後
期
）
高
齢
者
の

方
々
の
お
役
に
立
て
ば
村
井
吉
兵
衛

氏
も
喜
ば
れ
る
だ
ろ
う
。

の
２
階
ホ
ー
ル
で
４
月
に
中
高

年
ピ
ア
ノ
サ
ロ
ン
の
発
表
会
が
あ

り
ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
も
迷
演
奏
し
た
。

♪
四
百
余
州
を
挙
る

十
万
余
騎
の
敵

国
難
こ
こ
に
見
る

弘
安
四
年
夏
の
頃

な
ん
ぞ
怖
れ
ん
わ
れ
に

鎌
倉
男
子
あ
り

正
義
武
断
の
名

一
喝
し
て
世
に
示
す
♪

二
～
四
番
略

1889

年
（
明
22
）
大
日
本
帝
国
憲

法
が
発
布
さ
れ
、
徴
兵
令
の
免
除
規

定
を
全
廃
。1894

年
（
明
27
）
8
月

1
日
、
日
本
国
は
「
清
国
に
対
す
る

宣
戦
布
告
」
を
公
布
、
以
後
半
世
紀

余
り
無
謀
な
戦
争
に
突
入
し
敗
れ
た
。

そ
の
時
代
、
日
本
は
神
国
、
神
風
が

吹
く
と
戦
意
を
鼓
舞
し
た
歌
で
あ
る
。

さ
れ
ど
原
爆
が
落
と
さ
れ
て
も
て
も

神
風
は
吹
か
な
か
っ
た
。

教
訓

戦
争
は
絶
対
反
対
。

◎
お
盆
休
み
:

二
階
の
営
業
は

勝
手
で
す
が
、
15
（
土
）
16
（
日
）

17
（
月
）
の
３
ヶ
日
間
休
業
で
す
。

◇
朝
粥
会
は

23
日
（
日
）

開
催

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の

楽
々
落
語
会
は
満
席
で
締
め
切

り
ま
し
た
。
お
許
し
を

相
続
が
発
生
す
る
と
遺
産
を
分

割
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
被
相
続
人
の
生
前
に
特
別

な
贈
与
を
受
け
た
り
、
財
産
の
維

持
形
成
に
特
別
な
寄
与
を
し
た
人

が
い
る
場
合
、
相
続
分
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
。

被
相
続
人
か
ら
遺
贈
を
受
け
た
り

し
た
相
続
人
は｢

特
別
受
益
者
」
と

言
い
、
受
け
た
贈
与
財
産
の
価
値

を
被
相
続
人
の
財
産
に
戻
し
て
相

続
分
を
計
算
し
ま
す
。

例
え
ば
、
遺
産
が
三
０
０
０
万
円
、

配
偶
者
と
二
人
の
子
供
が
相
続
人

で
、
一
人
の
子
供
だ
け
が
結
婚
資

金
を
五
〇
〇
万
円
も
ら
っ
て
い
た

場
合
、
三
０
０
０
万
円
の
遺
産
に

５
０
０
万
を
加
え
て
三
五
０
０
０

万
円
を
べ
ー
す
に
計
算
し
、
配
偶

者
は
二
分
の
一
の
一
七
五
０
万
円
、

贈
与
を
受
け
て
な
い
子
供
は
八
七

五
万
円
、
贈
与
を
受
け
た
子
供
は

三
七
五
万
円
と
な
り
ま
す
。

相
続
人
の
中
に
、
被
相
続
人
の

事
業
に
労
務
を
提
供
し
た
り
、
財

産
を
提
供
し
た
り
、
医
療
看
護
を

し
た
り
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
被

相
続
人
の
財
産
の
維
持
ま
た
増
加

に
特
別
の
貢
献
を
し
た
者
は
、
そ

の
貢
献
分
（
寄
与
分
）
を
他
の
相

続
人
に
先
立
て
与
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
兄
弟
の
う
ち
、
兄
だ
け

が
父
親
の
自
営
業
を
手
伝
い
、
病

気
で
倒
れ
た
後
の
介
護
も
行
っ
た

が
、
弟
は
全
く
何
も
し
な
か
っ
た

と
い
う
事
情
で
、
兄
の
寄
与
分
が

六
〇
〇
万
円
、
遺
産
が
２
０
０
０

万
円
だ
っ
た
と
言
う
場
合
は
、
二

〇
〇
〇
万
円
か
ら
寄
与
分
六
０
０

万
を
引
い
た
一
四
０
０
万
円
を
法

定
相
続
分
に
応
じ
て
別
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

弟
は
七
〇
〇
万
円
、
兄
は
七
〇
〇

万
円
プ
ラ
ス
六
０
０
万
円
の
一
三

０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

遺
言
で
、
特
別
受
益
や
寄
与
分
を

考
慮
し
て
、
相
続
分
を
指
定
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。

た
だ
し
、
遺
留
分
の
範
囲
内
で
制

限
を
受
け
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

第
三
者
に
相
続
分
の
指
定
を
委
託

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

明
治
が
又
一
つ
消
え
た

村
井
煙
草
工
場
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京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ
16

相
続
よ
も
や
ま
話

（
四
）
古
田
玄
州

①

②

元
寇(

軍
歌
・
）

1
8
92

年
詩
・
曲
永
井
健
子

サ
カ
タ
ニ
か
ら
お
知
ら
せ

②



「
と
ん
か
ら
り
ん
」
に
、
祖
母

は
よ
く
登
場
し
ま
す
が
、
父
の
話

題
は
避
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
二
月
父
の
没
後
３
０
年
祭
を

勤
め
「
全
て
」
の
弟
妹
と
力
を
合

せ
お
墓
も
建
て
か
え
ま
し
た
。
普

通
は
兄
弟
妹
全
員
で
良
い
の
で
す

が
、
「
全
て
」
が
要
る
の
で
し
た
。

私
が
生
ま
れ
て
一
年
後
、
父
は

私
の
生
母
（
Ｈ
栄

）
と
離
婚
。
私
が

「
小
二
」
の
時
、
父
は
再
婚
（
Ｔ
子
）

女
・
女･

男
（
常
務
宗
男)

も
う
け

再
度
離
婚
。
最
再
々
婚
し
、
（
Ｃ
子

健
在
）

末
妹
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
高
二
」
の
時
ま
で
弟
達
と
母
が

違
う
と
知
ら
ず
、
年
齢
差
も
あ
り

喧
嘩
も
な
く
過
し
ま
し
た
。
実
母

で
な
い
と
解
り
、
前
か
ら
違
和
感

も
有
っ
た
の
で
、
祖
母
の
住
む

｢

吉
田
」
で
生
活
を
す
る
こ
と
に

な
り
す
。
家
業
は
弟
が
継
ぐ
方
が

良
い
と
決
め
、
他
の
道
を
探
し
だ

し
ま
し
た
。

「
小1

」
の
夏
、
近
所
に
住
む
祖

父
の
妹
（
大
叔
母
）

が
私
に
錦
寺
町

の｢

ス
タ
ー

食
堂
」
２

階
で
オ
ム

ラ
イ
ス
を

ご
馳
走
し

て
く
れ
ま

し
た
。
大

き
な
テ
ー
ブ
ル
の
周
り
に
は
知
ら

な
い
伯
母
さ
ん
が
沢
山
、
帰
り
に

そ
の
内
の
一
人
と
並
ん
で
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
「
ナ
ン
デ
？
」
と

思
い
つ
つ
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
写
真
は
（
上
）
生
母
歿
後
弟

が
仏
壇
の
下
か
ら
見
付
け
ま
し
た
。

大
学
入
学
後
、
大
叔
母
の
家
で

母
と
初
め
て
会
い
、
妻
と
結
婚
後

の
二
人
で
会
い
ま
し
た
が
「
横
浜

弁
」
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

「
お
母
さ
ん
」
と
私
も
若
い
時
で

シ
ッ
ク
リ
話
が
出
来
ず
弟
二
人
と

妹
が
い
る
と
知
り
「
横
浜
近
く
気

来
れ
ば
家
に
寄
れ
主
人
は
義
郎
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
か
ら
の
言

葉
を
聞
き
別
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ー

食
堂
は
再
婚
で
横
浜
行
く
母
と
子

の
お
別
れ
会
だ
っ
た
の
で
す
。

随
分
後
２
０
０
２
年
（
平
14
）

６
月
23
日
に
、
突
然
兄
と
名
乗
っ

て
横
浜
に
住
む
弟
を
訪
れ
驚
か
せ

ま
し
た
。
７
月
７
日
、
弟
の
案
内

で
私
の
長
女
と
孫
娘
等
で
「
ホ
ー

ム
」
に
居
た
生
母
と
そ
の
夫
に
会

い
ま
し
た
。
私
に
は
40
年
目
の
七

夕
で
し
た
。
２
０
０
７
年
４
月
１

９
日
生
母
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

後
も
仲
良
く
し
て
い
ま
す
。

父
の
最
後
の
妻
（
Ｃ
子
）

と
末
妹

と
は
、
父
の
死
後
一
年
余
か
ら
交

際
は
途
絶
え
て
ま
し
た
が
、
父
の

年
祭
に
末
妹
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
お
陰
様
で｢

妹･

多
美
子
」

の
葬
儀
は
父
方｢

妹
弟
全
員
」
揃
っ

て
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

年
月
は
悪
い
嫌
な
記
憶
を
消
し

さ
り
、
良
い
こ
と
に
代
え
る
力
が

あ
る
よ
う
で
す
。

異
母
異
父
の

七
名
の
う
ち
一
人
減
り
ま
し
た
が

そ
の
夫
も
頑
張
っ
て
い
る
し
甥
っ

子
姪
っ
子
た
ち
、
更
に
そ
の
子
子

供
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
今
や

一
覧
表
が
な
い
と
困
る
ほ
ど
の
人

数
で
す
。
大
金
持
ち
も
極
貧
も
い

な
く
て
全
員
元
気
。

父
を
常
に
反
面
教
師
に
し
て｢

脇

を
固
め
て
余
所
目
せ
ず
に
、
ひ
た

す
ら
前
進
、
父
と
異
う
生
き
方
を

と
決
め
て
進
ん
で
来
ま
し
た
が
、

人
間
幅
で
は
父
に
完
敗
で
す
。
真

似
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
エ
エ

先
生
に
習
っ
た
結
果
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
号
は
極
内
輪
の
話

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
な
し
で

前
号
の
「
あ
る
手
段
を
と
ろ
う
」

に
進
め
な
い
の
で
書
き
ま
し
た
。
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○
今
号
は
キ
リ

ン･

サ
ン
ト
リ
ー

二
社
経
営
統
合
の
大
ニ
ュ
ー
ス
で

驚
か
さ
れ
た
。｢

組
織
的
団
結
力
」

の
強
い
三
菱
の
キ
リ
ン
。

●
創
業
者
鳥
井
信
冶
郎
氏
の
「
や
っ

て
み
な
は
れ
」
と
新
分
野
に
挑
戦

を
あ
と
押
し
た
自
由
闊
達
な
社
風

だ
と
思
っ
て
い
た
サ
ン
ト
リ
ー
。

○
夫
々
独
自
の
フ
ァ
ン
を
ひ
き
つ

け
る
商
品
、
社
風
を
も
つ
。
王
者
、

強
者
だ
。
野
球
で
言
え
は
巨
人
阪

神
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
。

●
巨
人
と
阪
神
が
チ
ー
ム
の
フ
ァ

ン
の
気
持
ち
を
無
視
し
て
統
合
し

た
ら
、
野
球
も
オ
モ
ロ
な
い
し
フ
ァ

ン
も
激
し
半
減
す
る
だ
ろ
う
。

○
大
会
社
と
言
え
ど
も｢

お
客
様
が

あ
る
か
ら
事
業
が
成
り
立
つ
」

キ
リ
ン
党
、
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ァ
ン

の
気
持
ち
無
視
し
て
よ
い
と
は
思

え
な
い
。
会
社
の
驕
り
か
エ
ゴ
だ
。

●
ま
ぁ
何
で
も
あ
り
の
新
自
由
主

義
も
長
く
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
ま

ま
で
は
地
球
そ
の
も
の
が
壊
れ
る
。

人
類
は
そ
れ
を
黙
認
す
る
程
愚
か

で
は
な
い
と
年
寄
は
信
じ
た
い
。

◎
八
月｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー
集
」
で
姪
一

族
作
品
展
（
詳
細
列
記
事
）

妹
が
生
前

企
画
し
て
い
た
。
彼
女
は
六
月
に

亡
く
な
っ
た
が
供
養
の
想
い
で
遺

志
を
繋
い
だ
。
ご
高
覧
を
願
う
。

◇
私
に
は
父
方
四
名
、
母
方
三
名

の
弟
妹
が
い
て
そ
の
連
れ
合
い
や

子
と
孫
を
合
せ
る
と
小
学
校
の
ク

ラ
ス
よ
り
多
い
。
一
人
減
っ
て
無

念
で
あ
る
が
、
全
員
仲
良
く
落
伍

者
も
な
い
。
こ
の
家
族
の
拡
が
り

は
、
私
の
父
と
母
の
最
高
遺
産
だ
。

父
と
母
に
感
謝
・
感
謝
・
感
謝
。

酒
屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

こ
の
企
画
は
、
前
に
妹
（
多
美
子

＝
ミ
ィ
ち
ゃ
ん
）

の
長
女
の
子
供
達
三

名
の
作
品
が
弟
（
宗
男
常
務
）

に
届
き
、

そ
れ
を
見
て
、
早
く
か
ら
こ
の
八

月
に
企
画
予
定
し
て
い
た
も
の
。

妹
の
長
女
は
昨
年
二
月
お
亡
く

な
ら
れ
た
人
間
国
宝
、
友
禅
作
家

羽
田
登
喜
男
氏
の
も
と
で
働
き
、

同
じ
頃
、
羽
田
氏
に
師
事
し
て
い

た
柿
本
結
一
君
と
結
婚
二
男
一
女

に
恵
ま
れ
た
。
今
は
お
父
上
と
共

に
加
賀
友
禅
作
家
で
活
躍
中
。

お
父
上
、
柿
本
市
郎
氏
は
１
９

９
４
年
（
平
６
）

石
川
県
指
定
無
形

文
化
財
認
定
加
賀
友
禅
作
家
で
あ

る
。
結
一
君
は
伝
統
加
賀
友
禅
工

芸
展
に
父
上
が
幾
度
も
選
ら
れ
て

い
る
金
賞
を
目
途
に
、
幾
度
も
出

展
し
た
が
銀
賞
が
続
い
て
い
た
。

そ
の
環
境
の
中
で
育
っ
た
子
供

達
も
工
房
に
出
入
り
す
る
こ
と
も

多
く
、
手
描
き
友
禅
下
絵
を
描
い

て
い
た
。
そ
の
作
品
群
は
何
れ
も

｢

幼
児
の
作
」
と
は
思
え
な
い
も

の
だ
っ
た
の
で
展
示
会
を
企
画
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が

不
幸
は
突
然
起
こ
っ
た
。
妹
が
６

月
に
亡
く
な
っ
た
。

｢

ワ
シ
よ
り
早
く
逝
く
な
頑
張
れ
、

順
番
を
間
違
え
る
な
！
」
と
病
床

の
９
歳
違
い
の
妹
を
叱
っ
た
が
駄

目
だ
っ
た
。
コ
イ
ツ
だ
け
は
私
と

同
じ
く
貞
教
校
卒
業
で
祖
父
の
死

に
も
立
ち
会
っ
た
奴
。

私
は
仕
事
馬
鹿
で
、
親
戚
縁
者

や
近
所
の
お
付
合
い
は
こ
の
妹
に

殆
ん
ど
任
せ
て
い
た
。
恐
ら
く

「
行
け
行
け
ド
ン
ド
ン
」
で
進
む

兄
を
心
配
し
な
が
ら
、
複
雑
な
家

庭
環
境
に
も
負
け
ず
背
中
を
押
し

て
い
た
の
だ
と
察
す
る
。

こ
の
二
月
父
一
郎
の
三
十
年
祭

前
に
父
の
３
番
目
の
妻
の
子
、
私

と
35
年
差
の
異
母
妹
Ｍ
子
の
お
参

り
を
求
め
、
彼
女
も
来
て
く
れ
た
。

妹
は
手
術
前
で
参
り
に
来
れ
な
か
っ

た
が
、
「
ヤ
ッ
ト
全
員
揃
っ
た
な
ぁ
」

と
喜
ん
で
い
た
。
や
や
日
が
有
っ

て
妹
が
待
望
ん
で
い
た
娘
の
夫
結

一
君
が
「
金
賞
」
を
受
賞
し
た
。

知
ら
を
告
げ
た
が
病
床
の
妹
に
聞

こ
え
た
か
ど
う
か
判
ら
な
い
。
六

月
九
日
順
序
を
間
違
え
死
ん
だ
。

こ
の
妹
の
死
で
展
示
会
中
止
に

と
思
っ
た
が
姪
が
、
「
叔
父
さ
ん

の
と
こ
で
お
母
さ
ん
の
た
め
に
や

ろ
う
」
と
言
う
。
複
雑
な
家
庭
も

大
団
円
。
開
催
を
決
め
た
。

第
四
十
話

反
面
教
師
の
父

柿
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
展

祖
母
に
捧
ぐ

お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
に
と
ど
け


